
自主防災組織の主な活動

■自主防災組織が日頃から取り組むべき活動としては、防災知識の普及、地域の災害危険の把握、
防災訓練の実施、火気使用設備器具等の点検、防災用資器材の整備等があります。また、災害時
においては、情報の収集・伝達、出火防止・初期消火、住民の避難誘導、負傷者の救出・救護、
給食・給水等の活動が挙げられます。

日頃の
活動

〇 防災知識の普及・啓発（地域防災・家庭内の安全対策）
〇 地域の災害危険個所の把握（防災マップ・ハザードマップ）
〇 防災訓練（個別訓練、総合訓練の実施）
〇 防災資機材等の整備（水バケツ、ヘルメット、照明、誘導灯）
〇 避難行動要支援者対策

災害時
の活動

〇 情報の収集及び伝達
〇 出火防止・初期消火
〇 救出・救護活動
〇 避難誘導及び避難所運営
〇 給食・給水活動

災害時の
被害を抑える


